
























する｡ 茶のあり方として, ｢道｣ として確立された茶道と煎茶道の二つ,
｢儀式用の茶｣, ｢日々に飲用される茶｣, そして ｢商品としての茶｣ の五つ
に区分する｡





なく, ｢日々に飲用される茶｣ にも含まれるものとして捉えている｡ 筆者
の研究に大きな影響を与えた角山榮は, 茶の精神として CHA精神を挙げ,
Communication, Hospitality, Association (触れ合い, もてなし, 人間関係
の形成の精神) として定義する｡ 様々な店で出される無料の茶, 家庭, 社
交の場などでの茶には, CHA精神が表現され, もてなしを通じて, コミュ
ニケーションや人間関係の形成の仲介としての役割を果たしている1)｡
もてなしの理念はいわゆるサービスとも関係してくるが, この二つの境


















現在の日本に存在する茶のあり方は, 上に述べたように, 茶道, 煎茶道,
｢儀式用の茶｣, ｢日々に飲用される茶｣, そして ｢商品としての茶｣ に区分
される｡ その他には ｢薬としての茶｣ も茶のあり方として考えられる｡
｢薬としての茶｣ は実はもっとも古いあり方であるが, 現在はあまり残っ
ていない｡ 現在は, 薬と意識されるよりもむしろ, 健康にも良い効果のあ
る飲料として飲まれていると考えられる｡ そこで, ｢薬としての茶｣ は
｢日々に飲用される茶｣ の一部に含まれているものと考える｡
現在, 存在している茶のあり方のうちの二つは ｢道｣ として成立してい
る｡ 一つ目の ｢道化｣ した茶は茶道であり, 茶道は戦国時代の下剋上を背
景に生まれたため, 共和と人間平等の表現でもあったはずである2)｡ とこ
ろが, 江戸時代には, 茶道が大きく変容し, 厳格な身分制度に適応するよ
うになり, 家元制度ができた｡ それは茶道を格式化に導き, 現在に至って
なお茶道は格式化したまま固定している3)｡ それに加えて近代になると,












二つ目の ｢道化｣ した茶は煎茶道である｡ 元来, 煎茶道は江戸時代の知
識階級を中心とした茶のあり方であり, 江戸時代に格式化した茶道への反
発, そして中国文化の流行の中で生まれた｡ 煎茶道は中国の茶および文化





三つ目の茶のあり方として ｢儀式用の茶｣ を揚げたが, それは大きな儀
式だけをいうのではなく, 一般の人々の生活に関係する小さな ｢儀式｣ を
もいう｡ 茶はもともと仏教との繋がりが強いものであり, 仏教の儀式では
今でも使用されている｡ 仏教にかかわって使用される茶は寺に限られるわ
けではない｡ 一般の人々も仏壇に茶を供える8)｡ そして葬式では, 茶を愛
した死者に供える習慣があり, 香典返しとしても茶が多く使用されてい
る9)｡ 仏教にかかわらない場合にも ｢儀式用の茶｣ は存在する｡ それは,
贈与としての茶であり, 中元, 歳暮などの習慣的な挨拶に使用される場合
がある｡ それよりもさらに ｢儀式｣ として考えられるのは, 九州を中心に
行われる結納茶である10)｡ また同じように, 西日本において, 茶は結婚の
祝いの贈り物としても使用されている11)｡
最後に ｢毎日の茶｣ をさらに二つに区分した｡ すなわち ｢日々に飲用さ






様であった｡ 沖縄のブクブク茶, 島根のボテボテ茶, あるいは奈良と和歌
山の茶粥など, 伝統的な茶の飲食方法が地域的に残っている｡ 一般的には
番茶の製造法と飲み方は, 時代にともなって大体統一されたが, その代わ
り, 茶の種類は豊かになったともいえる13)｡ つまり, ｢日々に飲用される
茶｣ は, 日常で自由に飲まれる茶のすべての種類を指しており, 番茶に限
らず, 紅茶, 緑茶そして代用茶でもある｡ 茶が飲用されるのは家庭, 職場,
学校, 社交の場などででも, 店ででもあるが, 店では茶が無料で提供され
る場合が多いのである｡
最後に区分した茶のあり方は ｢商品としての茶｣ である｡ ｢商品として
の茶｣ は, 購入後にすぐに飲用できる茶を意味する｡ そこでは, 筆者は主
に ｢茶を飲料用とした商品｣ と ｢茶の葉の形状を変えて利用した商品｣ に
注目する14)｡
日本における茶の商品化の第一歩は ｢一服一銭｣ と呼ばれた立ち売りや
茶屋, そして明治時代からは喫茶店から由来している15)｡ 喫茶店では, コー








どこでもすぐに飲用できる便利さが注目される｡ ところが, 現在では ｢商
現在の日本における茶のあり方, そして茶への一般的な意識について
― ―213

































まずは調査の回答者は, もっとも多い年齢が20代の114人 (28,5％) で,
40代 (80人, 20％) がそれに次ぐ (図１を参照)19)｡ 回答者の最も少ない
年齢は80代の12人 (３％) で, 70代も17人 (4.3％) と80代の回答者数を
わずかに上回るに過ぎない｡ この２つの年齢層は人数こそが少ないが, 回
答内容が他の年代と非常に異なっている｡ そのため, 70代と80代の回答は
個別に分析した｡ 次に少ない年齢層は10代であるが, それは, 筆者が調査
票を18歳以上の人に配布したためである｡ 30代 (44人, 11％), 50代 (59
人, 14,8％) および60代 (49人, 12％) は人数がもっともバランスがとれ
ている｡







































対象者の居住地域 (表１を参照) は, 大阪が293人 (73.25％) で大半を
占めている｡ 次に多いのは和歌山 (69人, 17.25％) である｡ 京都 (14人,
3.5％), 奈良 (11人, 2.75％), 兵庫 (８人, 2 ％) に住んでいる回答者も
いた｡ その他には, 岡山, 滋賀, 香川と高知がそれぞれ１人, 千葉の１人






































大阪 和歌山 京都 奈良 兵庫 岡山 滋賀 香川 高知 千葉
人数 293 69 14 11 8 1 1 1 1 1





それらの答えを見ると, 約62％ (249人) が茶道や煎茶道を学んだこと































て, ｢『お茶』 と聞くと, 何が思い浮かびますか？｣ という設問を設定した｡
この設問に対する回答の内容が他の質問から影響される可能性がありうる
ので, そのようなことがないよう, 最初の質問で一般的なことを聞き, そ
れによって回答者は茶について思い浮かぶことを他の要素にとらわれずに
回答できるように配慮したのである｡
もっとも多く表れた言葉は ｢キーワード群２｣ にまとめた｡ 例えば, 第
Ⅰ問の ｢静岡県, ウーロン茶, 抹茶｣ という回答を見ると, ｢静岡県｣ と
いう言葉を ｢産地, 茶の歴史的な地｣, ｢ウーロン茶｣ を ｢茶の種類－その
他｣, そして ｢抹茶｣ を ｢茶の種類－抹茶｣ という ｢キーワード群２｣ と
名づけたカテゴリーにまとめた｡ ｢キーワード群２｣ は ｢茶の種類－緑茶
のみ｣, ｢茶道｣, ｢茶の種類－抹茶｣, ｢茶の種類－他｣, ｢日本｣, ｢千利休｣,
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｢菓子, おやつ｣, ｢一休み｣, ｢空間｣, ｢もてなし, 精神性｣, ｢商品として
の茶｣, ｢家族, 仲間｣, ｢礼儀, 正座｣, ｢日常｣, ｢食事, ご飯｣, ｢文化, 伝
統｣, ｢健康的｣, ｢ティータイム｣, ｢会議｣, ｢感情, 雰囲気＋｣, ｢感情, 雰
囲気－｣, そして ｢コーヒー｣ である｡
｢キーワード群２｣ の言葉を, さらにそれを象徴化するために, ｢キー
ワード群１｣ に当てはめた｡ ｢キーワード群１｣ に含まれる言葉は第１章
から第３章の考察に基づいている｡ すべての設問において同一で, ｢茶の
あり方｣ (茶道, 煎茶道, ｢儀式用の茶｣, ｢日々に飲用される茶｣, そして
｢商品としての茶｣), あり方に基づく日常性, 社会性, 精神性の三つの側
面, そして ｢茶の捉え方｣ (文化としての茶, 芸能としての茶, 日本のも
のとしての茶) に則って, ｢茶のあり方｣, ｢日常性｣, ｢社会性｣, ｢精神性｣,
｢茶の捉え方｣, そして ｢その他｣ である｡
茶のあり方の五つのうち ｢儀式用の茶｣ と煎茶道に関係する二つの項目
に回答が現れなかったため, それらは ｢キーワード群２｣ に含まれていな




表２は第Ⅰ問の結果を示す｡ これを見ると, ｢探索ワード｣ と呼ばれる
調査の中から探索した言葉のすべての言葉を分析することは困難であるた
め, 回答に現れる言葉をまとめ, そして, もっとも頻繁的に現れる言葉,
そして興味深い言葉のみを表に挙げた｡ カウントされた言葉は名詞, 動詞,
そして形容詞で, 合計で112語20) である｡ それらの112語を ｢キーワード群
２｣ にまとめた｡ ところが, キーワード群にまとめても, ｢緑色｣, ｢小林








る｡ その中でも, 茶の種類が思い浮かべた人が最も多く, 緑茶 (煎茶と焙
じ茶を含む) は17％で一位を占めている｡ 他の茶の種類では, 抹茶が凡そ
８％で二位を占め, 他の茶の種類は4.5％で, その中で麦茶 (14名) とウー
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社会性 家族, 仲間 3％ 3％
精神性
他の精神性, もてなし 3.0％











ロン茶 (10名) が多く現れる｡ 紅茶 (４名) は比較的少なかった｡ この結
果により, 茶と聞くと, まず ｢日本茶｣ と考えられていて, 緑茶や抹茶が
もっとも思い浮かびやすいことがわかった｡ 茶の種類の次に思い浮かびや
すいのは, 茶道である｡ 茶道という ｢キーワード群２｣ は10％を占めてい
る｡ さらに興味深いのは, ｢千利休｣ という ｢キーワード群２｣ が７％で
少なくなかったことである｡ 千利休は茶道の歴史的な人物であるため, 千
利休と記述した回答者は茶と聞くと, 飲み物としての茶を意識するだけで







は一人もいない｡ 緑茶を記述した回答者の記述には, ｢緑茶｣, ｢煎茶｣, そ




それらの回答に含まれる言葉は ｢ペットボトル｣ (５名), そしてペットボ
トル茶の会社名, あるいは商品名である ｢お～い, お茶｣ (５名), ｢爽健
美茶｣, ｢伊藤園｣, ｢伊右衛門｣ (それぞれ１名) である｡ ｢『お～い｡ お茶』
の CMが思い浮かぶ｣ という回答もあり, 茶業界の宣伝が実際には消費
者の意識に強く影響していることがわかる｡





意識されなくなっていることが, ここからわかる｡ あるいは, ｢薬として
の茶｣ は ｢毎日の茶｣ のあり方である ｢日々に飲用される茶｣ と ｢商品と
しての茶｣ の一部になっているとも考えられよう｡
｢儀式用の茶｣ に関しては, 本調査で回答された限りでは, 人々の意識















いることがわかる (図４を参照)｡ 主に, 茶道経験者は, 茶と聞いて茶道
を連想する割合が10％近くも多いため, 経験者は茶道を結びつける傾向が












いが, この回答を筆者は予想していなかったので, 極めて興味深い｡ 時間
や空間に関係する回答をさらに細かくみていくと, さらに回答者の多くが
茶を日常と結びつけている意識の様子が見て取れる｡
時間に関係する言葉としては, ｢一休み｣, ｢菓子｣ や ｢おやつ｣, ｢食事｣
や ｢ティータイム｣ が挙げられたが, そのなかでも, ｢一休み｣ は4.7％近
くの連想された言葉を占める｡ つまり, 茶は休憩の時間にとるものとして
意識されており, 無意識に日常的なものとして捉えられているのである｡
同じように, 間食として定義される ｢菓子｣ と ｢おやつ｣ という言葉, あ
るいは, ｢おやつの時間｣ (４％) という言葉が挙げられた背景には, 午後
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ることが考えられる｡ 空間に関係する回答も３％にのぼる｡ ｢空間｣ とい
う言葉以外にも, ｢茶室｣, ｢家庭｣, あるいは ｢喫茶店｣ という空間を表す
言葉が連想されている｡ ｢家庭｣ (２名) と ｢喫茶店｣ (６名) は日常的な




た｡ 反面, 茶とは必ずしも直接関係がない ｢家庭｣ や ｢喫茶店｣ というよ






前述の ｢家庭｣ に加え, ここでは ｢家族｣, ｢母親｣, そして ｢主婦｣ (合計
で５名) という言葉が挙げられている｡ さらには ｢友達｣ と ｢皆｣, そし













社会性と同じように高くないといえよう｡ その中で, ｢礼儀｣ や ｢正座｣
(つまり茶道の客としてのマナー) への連想を指している回答は３％近く
あり, 他の精神性を表す言葉も３％を占める｡ これらのうち ｢もてなし｣
を連想したのは３名と極めてわずかにとどまった｡ その他の精神性で最も
多くみられるのは ｢侘び寂び｣ (９名) である｡ ｢禅｣ を挙げた回答者も１




いているにも関わらず, 回答者の意識の中で ｢もてなし｣ という言葉が茶
とは結びつかなかったことが注目される｡
これら茶の三つの側面の他に, 茶の捉え方に関係する回答も９％で多く
現れる｡ そのうちの６％は ｢日本｣ を占める｡ 他の２％は ｢文化｣ や ｢伝








同数である｡ そのため, 茶道や煎茶道の経験の有無に関係なく, 回答者は
｢日本｣ という言葉を連想したのである｡ つまり, 日本人にとっては, 茶
は自国を連想させるものであり, 自分の国のアイデンティティーと強くつ
ながっていることがわかる｡ さらに, 日本だけでなく, 日本国内の茶の産
地である静岡県, 京都の宇治, そして茶の歴史の場として有名な堺も６％
と少なくなかった｡
その他の回答をみると, ｢落ち着く｣, ｢寛ぎ｣, ｢おいしい｣ など, 茶と
ともに現れる感情や茶の雰囲気を現す言葉が多く現れ, その大半 (８％)
はプラスの感情や雰囲気を連想する言葉であった｡ マイナスの感情 (主に
｢堅苦しい｣) を表す言葉は1.1％と少数であった｡ 回答者が ｢茶｣ と聞い
て思い浮かべる言葉として挙げた回答の中で最後に注目したいのは ｢コー
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であるため, 回答によって, 一つの言葉だけに集中し, 分析を実行した｡ そ
の言葉の選択については, 回答に表れる言葉で同類に最初の言葉を優先した｡
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